
2023年度第 6回日本脊椎脊髄病学会・日本側弯症学会合同社会保険システム

等検討委員会 

議題 

 

日時：2024年 1月 17日（水）18:00～18:30 

場所：Web 

 

出席依頼者（敬称略） 

JSSR（担当理事）大鳥 （副委員長）遠藤 （委員）赤澤 酒井義人 鈴木 辻 平泉 牧 

渡邉（外保連委員会）手術：平井、坂井；実務：鈴木、牧、松倉；検査：坂井；内視鏡：高

野；処置：平井、松倉；麻酔：牧 

（アドバイザー）青田 山縣 細金 

側弯症学会：金子、八木、井上、酒井大輔、宮城、神崎 

 

出席者（敬称略・順不同）：大鳥（理事）、平井（委員長）、平泉、山縣、青田、遠藤、赤澤、

酒井大輔、金子、鈴木、辻、坂井、宮城、松倉 

 

 

 

・理事会報告 

大鳥担当理事より、当委員会に対して来年度の予算案（論文作成費など）をしっかりと計

上していきたいとのコメントを頂いた。 

 

・令和 6年度改訂に向けての要望項目の要望確認（ご担当の先生） 

新設 

⚫ 腰椎固定術 （ロボット支援） 共同提案 日本整形外科学会（赤澤先生） 

⚫ 脊椎側弯症手術 固定術（ロボット支援） 共同提案 日本側彎症学会（赤澤先生） 

 

改正（優先順位の順番） 

⚫ K142-5 内視鏡下椎弓形成術の複数椎間加算 共同提案 日本整形外科学会（高

野先生） 

⚫ K142-5 内視鏡下椎間板摘出(切除)術、内視鏡下椎弓切除術、内視鏡下椎弓形成

術（通則 14の追加） 共同提案 日本整形外科学 （高野先生） 

⚫ K134-4 椎間板内酵素注入療法 共同提案 日本 IVR学会 日本ペインクリニッ

ク学会（平井先生） 

⚫ 脊椎複数回手術後癒着剥離術加算（辻崇先生） 

⚫ 椎間板酵素注入療法に対する施行医師技術の適応拡大 主学会日本ペインクリニッ

ク学会 共同提案 日本 IVR学会、日本脊椎脊髄病学会 

⚫ 超音波凝固切開装置等加算の脊椎前方手術のへの適応拡大（現状、胸・腹腔鏡下手



術・悪性腫瘍等に係る手術、バセドウ甲状腺全摘） （牧先生） 

⚫ K939 3 画像等手術支援加算 患者適合型支援ガイドに脊椎手術を追加 

 

以上要望に関して、1 月 15 日の医療技術評価分科会において二次評価で採択されたもの

は、 

 K142-5 内視鏡下椎弓形成術の複数椎間加算 共同提案 日本整形外科学会 

 K142-5 内視鏡下椎間板摘出(切除)術、内視鏡下椎弓切除術、内視鏡下椎弓形成

術（通則 14の追加）  

であり、今後中医協の議論を経ておそらく承認されるのではとの報告があった。他、頚椎人

工椎間板置換術と前方固定術併用の要望も厚労省に提出しているが承認されるか、当委員

会で注視していくこととした。 

 

・令和 8年度改訂に向けてアンケート結果 

 

上記アンケート結果の報告。R8年度の診療報酬改定に向けたアンケートの依頼、締め切



りが例年より 2 か月ほど早まる予定。2024 年 6 月に日整会関連学会合同会議があるの

で、それまでには当学会内での要望内容の決定が必要と思われ、次回委員会で議論すること

となった。 

 

・K コード整理について 

 K コードの整理（同術式内の手術部位ごとへの整理）を R８年度に向けて行うことが、

1/1７の中医協総会で正式に発表された。今まで当委員会の平泉委員・平井委員長を中心に

進めていた。今後、雑然と整列している K コードを臓器別に精緻化し、その上で適正な点

数の提案を行っていきたい。整形外科だけではなく他の分野でも整理が進められ R8 年度

改訂のタイミングを目途に完了させる予定。脊椎領域でも今後エビデンスに沿った提案を

行う必要がある。それに向けて前回委員会で議題にあった、頭蓋頚椎移行部の固定術に関す

る JOANR データの解析結果を用いて頭蓋頚椎移行部の新たな部位で提案できると考えて

いる。だが、今後公式データを利用し正式なエビデンスを出す予定である。このため引き続

き JSSR データベース委員会と足並みをそろえ公表できるよう進めていきたい。 

 

・その他 

令和６年度改定の結果に関しての不合理・矛盾点の意見について 3 月に募集開始、５月

締切予定なので留意が必要であること、令和 5 年 11 月 1 日より脊椎スクリュー（可動

型）・横穴付きの償還価格が下がることが公表されたことについて共有いただいた。 

 

・今後の予定 

次回定例会 3月６日(水) 18：00～ webにて 

 


